
山岡石材工業の SDGｓへの取り組み 

 

山岡石材工業では 2020 年から SDGs 推進プロジェクトチーム結成。プロジェクトチーム

を中心に取り組みを開始いたしました。 

先ずは、現状の日々の仕事の中で SDGs に沿っているものを考えてみました。当たり前

に行っていたことの多くが SDGs の取り組みに当たることに気づかされるとともに、弊社

の方針が世界目標に沿っていることが嬉しかったです。 

最近ではメディアなどで取り上げられ、多くの人に浸透しつつありますが、当初は SDGs

という言葉を初めて聞いたという社員が殆どで、とても難しい取り組みという印象を持っ

ていたため、まずは SDGs の浸透を目標とし、先に述べました「日々の仕事の SDGs」とし

て、日頃の行動の何が SDGs の取り組みの一つになっているか、クイズを交えながら紹介

していきました。（抽選で豪華賞品の当たるクイズも開催し、社員の SDGs への浸透を図り

ました。） 

 

 

【日々の仕事の中で取り組んでいる目標】 

 

 



 

現在では、職場や仕事内だけではなく休日や家庭などでも気軽に SDGs への関心を持っ

てもらい、取り組んで欲しいと考え、社内報を利用し、各支店での取り組みや支店がある地

域で行っている取り組みなどを紹介しています。 

 

 
 

 
 

 

また、社員への浸透活動と並行して、弊社でも新たな取り組み

も行うべく、北陸銀行の寄贈型 SDGs 私募債を活用。 志貴野中

学校へテントを寄付させていただきました。 

 

 



 

今年度からは、資源の有効活用を意識し、自社ブランドである「紀山石」の魅力を発信。 

墓石等の作成時に発生する、小さな石材を利用し小物の作成を開始しました。 

  


